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お持ち帰り用の市報を、地区公民館などに設置しています。
どうぞご利用ください。

鳥取市役所　
 0857-22-8111㈹
 0857-20-3040

〒680-8571（郵便物は郵便番号と課名のみで届きます）

本 庁 舎　尚徳町116番地
第 二 庁 舎　上魚町39番地
駅 南 庁 舎　富安二丁目138番地4
さざんか会館　富安二丁目104番地2
下水道庁舎　秋里903番地

鳥取市公式ホームページ　
 http://www.city.tottori.lg.jp/

電子メール　
 kouhou@city.tottori.lg.jp

各総合支所　
国府  0857-39-0555  0857-27-3064
福部  0857-75-2811  0857-74-3714
河原  0858-76-3111  0858-85-0672
用瀬  0858-87-2111  0858-87-2270
佐治  0858-88-0211  0858-89-1552
気高  0857-82-0011  0857-82-1067
鹿野  0857-84-2011  0857-84-2598
青谷  0857-85-0011  0857-85-1049

携帯電話対応ホームページ　
 http://www.city.tottori.lg.jp/mobile/

防災行政無線の内容は電話で確認できます
　防災行政無線の放送内容が聞き取れなかっ
たときなど、放送内容の確認をしたいときは、

「防災行政無線放送内容確認ダイヤル」へお
電話ください。
※本庁舎から一斉放送したものに限ります。

 0857-21-6100
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鳥取市の人口
　男　 ： 90,661 人 ［ - 103］
　女　 ： 97,438 人 ［ - 84］
合　計 ： 188,099 人 ［ - 187］
世帯数 ： 79,924 ［ - 36］
平成31年2月1日現在［　］内は前月比

今月の表紙
「すごい！鳥取市ワーホリ！」体験

　宝島社が発行する「田舎暮らしの本」で今年、総
合部門、若者世代部門、自然の恵み部門で 1 位を
受賞し、三冠に輝いた鳥取市。このポスターは、そ
んな日本一住みやすい田舎・鳥取市に興味を持って
ほしいという願いを込めて、都
内の住みたい街ランキング上位
常連の街・吉祥寺の駅に期間限
定で全 18 種類掲出したもので
す。鳥取市の「暮らし」体験、「人」
との交流が魅力の「すごい！鳥
取市ワーホリ！」へたくさんの
人に参加いただきました。
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特集　歴史文化基本構想について

歴史と文化の薫
か お

りに満ちた
活力あるまちづくりに向けて

問 第二庁舎文化財課  ０８５７- ２０- ３３５９
 ０８５７- ２０- ３０５０

テーマ『職人が語る擬宝珠橋の復元』
日時：平成 31 年 3 月 23 日（土）
①フォーラム　　　10:00 ～ 12:00

（定員 250 名・予約不要）　会場：鳥取県立博物館講堂
②現地説明会　　　13:00 ～ 14:00
　　　　　　　　　会場：史跡鳥取城跡擬宝珠橋
③山国隊凱旋行進　14:00 ～ 15:00
　　　　　　　　　会場：擬宝珠橋～仁風閣周辺

【注意】③は、23 日雨天時は、24 日（日）
　　　　　　　　　10:30 ～ 11:30 に順延

【関連イベント】
史跡鳥取城跡擬宝珠橋ライトアップ 2019
日時：平成 31 年 3 月 22 日（金）〜 4 月上旬
　　　( 終了日は桜開花状況で前後します )
　　　18 時 30 分〜 21 時 30 分
連絡先：鳥取三十二万石お城まつり実行委員会
( 一般社団法人鳥取市観光コンベンション協会内 )
電話：0857-26-0756

住民などの参加を得ながら、長期的な視野で策定する文化
財を周辺環境も含め総合的に保存・活用するための構想

●地域の有形・無形の文化財の調査
●関連する有形・無形の文化財を一体として保存・活用
●文化財の周辺環境の保護・整備
●文化財を保存・活用するための体制整備
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市町村基本構想

期待される効果
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文化財行政

歴史文化基本構想の策定
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都市計画 景観計画

史跡鳥取城跡擬宝珠橋復元工事竣工記念　鳥取城フォーラム 2019 開催のお知らせ

歴史文化基本構想 平成１９年１０月
文化審議会 文化財分科会

企画調査会報告書より作成

連携


